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議会の新しい体制決まる
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
、
市
議
会

に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
度
の
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
石
巻
市
議
会
第
12
代
議
長
に
ご
選
任
を
賜

わ
り
、
浅
学
菲
才
の
私
に
と
り
ま
し
て
、
身
に

余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
般
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
本
市
の
発
展

を
純
粋
に
望
み
、
高
い
志
を
持
っ
た
43
人
の
立
候

補
者
が
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
現
職
の
方
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
、
こ
の
議
場
で
そ
の
思

い
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民

の
負
託
を
頂
き
ま
し
た
我
々
は
、
そ
の
思
い
を
背

負
っ
て
、
議
員
と
し
て
の
活
動
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
財
政
状
況
は
一
段
と
厳
し
さ
を

増
す
中
、
各
分
野
で
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
今
日
、
市
議
会
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
期
待
は
非
常
に
大
き
く
、
私
と
い
た
し
ま
し

も
、
均
衡
あ
る
本
市
の
発
展
を
最
優
先
に
、
職
責

を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
議
会
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
、
全

議
員
の
意
見
を
尊
重
し
、
議
会
に
お
い
て
は
執
行

部
と
議
論
を
重
ね
、
公
平
か
つ
円
滑
に
進
め
る
べ

く
誠
心
誠
意
努
力
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
追
認
機
関
で
も
抵
抗
勢
力
で
も
な
い
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
目
線
に
立
っ
て
行
政
と
対
等
に

渡
り
合
え
る
議
会
へ
と
力
量
を
身
に
付
け
、
職
務

に
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続

き
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
理
解
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
改
選
後
の
臨
時
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
第

12
代
石
巻
市
議
会
副
議
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
奥
山
浩
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。

職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
安
倍
議
長

を
お
支
え
し
、
議
会
の
公
平
・
公
正
か
つ
円

滑
な
議
会
運
営
と
、
正
論
が
基
本
と
な
る
議

事
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

か
の
大
震
災
か
ら
早
11
年
が
経
過
、
復
興

完
結
ま
で
あ
と
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復

興
を
完
結
さ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
、
地
域
経
済
の
減

速
か
ら
の
回
復
や
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安

全
・
安
心
な
社
会
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
皆

さ
ま
の
心
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。
本
市
に
は
、
地
球
規
模
の

深
刻
な
異
変
を
踏
ま
え
た
環
境
対
策
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
や
少
子
化
対

策
、
地
域
交
通
対
策
な
ど
取
り
組
む
べ
き
重

要
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
市
議
会
の
役
割
も
一
層
大
き
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
選

ば
れ
た
議
員
が
、
執
行
機
関
と
の
真
摯
な
議

論
に
よ
り
、
市
政
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
益
々
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
諸
課
題
解
決
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

市
民
目
線
の
議
決
機
関
を
目
指
し
て

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議　

長
に 

安
倍 

太
郎 

氏

副
議
長
に 

奥
山 

浩
幸 

氏

　

５
月
22
日
の
選
挙
後
初
の
議
会
と
な
る
、
令
和
４
年
第

１
回
臨
時
会
を
、
６
月
８
日
、
９
日
に
開
き
、
議
長
・
副

議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び

３
つ
の
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど
議
会
構
成
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
で
は
、
安
倍
太
郎

議
員
が
議
長
に
奥
山
浩
幸
議
員
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
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１番　原
はらだ
田　　豊

ゆたか

　①昭和55年1月24日
　②築山一丁目9-15
　③ニュー石巻

５番　谷
たに
　　祐

ゆうすけ
輔

　①昭和57年6月19日
　②貞山三丁目2-38-C205
　③石巻颯の会

10番　佐
さとう
藤　雄

ゆういち
一

　①昭和54年9月1日
　②北村字天塩1-2
　③ニュー石巻

15番　宇
うつのみや
都宮　弘

ひろかず
和

　①昭和50年9月18日
　②小船越字舟形60
　③石巻颯の会

４番　我
あがつま
妻　久

く み こ
美子

　①昭和54年1月24日
　②須江字瓦山45-8
　③石巻颯の会

９番　阿
あ べ
部　浩

ひろあき
章

　①昭和37年9月20日
　②貞山三丁目3-10
　③ニュー石巻

14番　阿
あ べ
部　和

かずよし
芳

　①昭和35年2月24日
　②小積浜字田ノ入山1-3
　③無会派

３番　木
きむら
村　美

よしてる
輝

　①昭和45年3月9日
　②給分浜羽黒下21-1
　③ニュー石巻

８番　千
ち ば
葉　正

まさゆき
幸

　①昭和28年3月10日
　②桃生町神取字屋敷59
　③ニュー石巻

13番　安
あ べ
倍　太

たろう
郎

　①昭和25年3月25日
　②小船越字沢田山149
　③無会派

２番　勝
かつまた
又　和

かずのり
宣

　①昭和47年5月15日
　②のぞみ野五丁目6-6
　③ニュー石巻

７番　早
はやかわ
川　俊

としひろ
弘

　①昭和34年7月15日
　②渡波字栄田128-1
　③ニュー石巻

12番　楯
たていし
石　光

みつひろ
弘

　①昭和28年4月17日
　②前谷地字八幡山26
　③ニュー石巻

６番　都
とこう
甲　マリ子

こ

　①昭和60年6月27日
　②�文書などを送付される場合は、議

会事務局宛てに送付してください。
　③日高見会

11番　髙
たかはし
橋　憲

けんえつ
悦

　①昭和31年5月3日
　②大瓜字小福地33
　③ニュー石巻

新しい
　市議会議員を
　　　紹介します

石巻市の
４年間を

担う
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議席番号　氏名
　①生年月日
　②住所
　③所属会派

30番　水
みずさわ
澤　冨

ふ じ え
士江

　①昭和34年10月19日
　②日和が丘二丁目7-22
　③日本共産党石巻市議団

25番　鈴
すずき
木　良

よしひろ
広

　①昭和46年10月16日
　②幸町6-32
　③公明会

20番　遠
えんどう
藤　宏

ひろあき
昭

　①昭和45年8月31日
　②丸井戸三丁目20-22
　③ニュー石巻

29番　後
ごとう
藤　兼

かずひこ
位

　①昭和30年5月13日
　②のぞみ野四丁目8-7
　③石巻颯の会

24番　渡
わたなべ
辺　拓

たくろう
朗

　①昭和35年7月17日
　②蛇田字小斎16-6
　③公明会

19番　奥
おくやま
山　浩

ひろゆき
幸

　①昭和38年9月18日
　②新栄二丁目3-15
　③ニュー石巻

28番　西
さいじょう
條　正

まさあき
昭

　①昭和26年11月8日
　②北上町十三浜字崎山178-13
　③石巻颯の会

23番　丹
たんの
野　　清

きよし

　①昭和22年5月12日
　②渡波町二丁目10-2
　③ニュー石巻

18番　齋
さいとう
藤　澄

すみこ
子

　①昭和44年5月3日
　②湊字草刈山7-7
　③日本共産党石巻市議団

27番　阿
あ べ
部　正

まさとし
敏

　①昭和29年6月8日
　②新橋1-20
　③石巻颯の会

22番　阿
あ べ
部　久

きゅういち
一

　①昭和23年1月31日
　②雄勝町大須字大須223-2
　③ニュー石巻

17番　星
ほし
　　雅

まさとし
俊

　①昭和29年9月30日
　②末広町2-44
　③日高見会

26番　櫻
さくらだ
田　誠

せいこ
子

　①昭和36年9月14日
　②日和が丘一丁目4-20
　③公明会

21番　大
おおもり
森　秀

しゅういち
一

　①昭和28年7月11日
　②桃生町樫崎字荒戸81
　③ニュー石巻

16番　山
やまぐち
口　荘

そういちろう
一郎

　①昭和52年2月20日
　②錦町1-5-2
　③石巻颯の会

市議会議員
名簿

写　真

　石巻市議会議員一般選挙は、５月22日に投票が
行われ、30人の新たな議員が誕生しました。

石巻市民の代表として、
市政の発展に尽くしていきます。
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新しい常任委員会構成を
紹介します

議員は、必ずどこか１つの常任委員会に所属することになっています。
任期は２年です。石巻市議会では、４つの常任委員会を置いています。 常任委員会

委員名簿

　

市
政
の
企
画
、
財
政
運
営
、

市
税
、
情
報
公
開
な
ど
に
関

す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

　

住
民
登
録
、
防
犯
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
ご
み
処
理
、
教
育
な

ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
査
し

ま
す
。

　

介
護
、
国
民
健
康
保
険
、

福
祉
、
市
立
病
院
な
ど
に
関

す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
、
商
工
業
、

観
光
、
労
働
、
都
市
計
画
、

市
営
住
宅
、
公
園
、
道
路
、

下
水
道
な
ど
に
関
す
る
こ
と

を
審
査
し
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

阿
　
部
　
浩
　
章

楯
　
石
　
光
　
弘

勝
　
又
　
和
　
宣

阿
　
部
　
和
　
芳

星
　
　
　
雅
　
俊

渡
　
辺
　
拓
　
朗

西
　
條
　
正
　
昭

遠
　
藤
　
宏
　
昭

鈴
　
木
　
良
　
広

我
　
妻
　
久
美
子

都
　
甲
　
マ
リ
子

早
　
川
　
俊
　
弘

山
　
口
　
荘
一
郎

奥
　
山
　
浩
　
幸

大
　
森
　
秀
　
一

千
　
葉
　
正
　
幸

原
　
田
　
　
　
豊

谷
　
　
　
祐
　
輔

髙
　
橋
　
憲
　
悦

齋
　
藤
　
澄
　
子

丹
　
野
　
　
　
清

阿
　
部
　
正
　
敏

櫻
　
田
　
誠
　
子

佐
　
藤
　
雄
　
一

木
　
村
　
美
　
輝

宇
都
宮
　
弘
　
和

阿
　
部
　
久
　
一

後
　
藤
　
兼
　
位

水
　
澤
　
冨
士
江

総
務
企
画
委
員
会

環
境
教
育
委
員
会

保
健
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
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３つの特別委員会を
設置しました

特別委員会は必要に応じて議会の議決で設置します。
６月９日に開催した第１回臨時会において、総合防災対策特別委員会、
地域交通対策特別委員会、少子化対策特別委員会の３つの特別委員会を
設置しました。 特別委員会

委員名簿

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
今
後

の
大
規
模
災
害
等
の
危
機
に
備
え
、
減

災
・
防
災
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
の
安

全
対
策
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
新
た
な
災
害
に
対
し
て
も
安
全
・
安

心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
必

要
な
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
お

け
る
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
路

線
バ
ス
、
住
民
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、

離
島
航
路
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
交

通
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
市
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
を
計
画

期
間
と
す
る
「
石
巻
市
総
合
交
通
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
利
用

者
の
増
加
や
利
便
性
向
上
を
図
り
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
必

要
な
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
１
年
間
の
出
生
者
数
は
、
令

和
３
年
が
７
１
６
人
、
10
年
前
の
平
成

24
年
が
１
０
４
０
人
で
あ
り
、
10
年
間

で
３
２
４
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率
に

お
い
て
は
、
令
和
２
年
は
１
・
26
で
全

国
値
の
１
・
34
を
下
回
っ
て
お
り
、
少

子
化
対
策
が
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
の
対

策
に
つ
い
て
、
必
要
な
調
査
・
検
討
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

西
　
條
　
正
　
昭

原
　
田
　
　
　
豊

髙
　
橋
　
憲
　
悦

山
　
口
　
荘
一
郎

星
　
　
　
雅
　
俊

大
　
森
　
秀
　
一

丹
　
野
　
　
　
清

水
　
澤
　
冨
士
江

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

楯
　
石
　
光
　
弘

佐
　
藤
　
雄
　
一

木
　
村
　
美
　
輝

我
　
妻
　
久
美
子

谷
　
　
　
祐
　
輔

都
　
甲
　
マ
リ
子

齋
　
藤
　
澄
　
子

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

阿
　
部
　
久
　
一

宇
都
宮
　
弘
　
和

勝
　
又
　
和
　
宣

早
　
川
　
俊
　
弘

阿
　
部
　
和
　
芳

鈴
　
木
　
良
　
広

阿
　
部
　
正
　
敏

後
　
藤
　
兼
　
位

総

合

防

災

対

策

特

別

委

員

会

地

域

交

通

対

策

特

別

委

員

会

少

子

化

対

策

特

別

委

員

会
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議
会
運
営
委
員
会
等
の

構
成
に
つ
い
て
も
新
し

く
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、

必
要
な
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
議
会
議
員

石
巻
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
結
果

議
長
選
挙

副
議
長
選
挙

宮
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

石
巻
市
監
査
委
員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

議

員

髙
　
橋
　
憲
　
悦

山
　
口
　
荘
一
郎

勝
　
又
　
和
　
宣

千
　
葉
　
正
　
幸

阿
　
部
　
浩
　
章

星
　
　
　
雅
　
俊

齋
　
藤
　
澄
　
子

櫻
　
田
　
誠
　
子

後
　
藤
　
兼
　
位

勝
　
又
　
和
　
宣

我
　
妻
　
久
美
子

谷
　
　
　
祐
　
輔

早
　
川
　
俊
　
弘

楯
　
石
　
光
　
弘

星
　
　
　
雅
　
俊

齋
　
藤
　
澄
　
子

阿
　
部
　
久
　
一

櫻
　
田
　
誠
　
子

後
　
藤
　
兼
　
位

原
　
田
　
　
　
豊

木
　
村
　
美
　
輝

都
　
甲
　
マ
リ
子

佐
　
藤
　
雄
　
一

髙
　
橋
　
憲
　
悦

宇
都
宮
　
弘
　
和

鈴
　
木
　
良
　
広

西
　
條
　
正
　
昭

水
　
澤
　
冨
士
江

千
　
葉
　
正
　
幸

渡
　
辺
　
拓
　
朗

　

本
市
議
会
の
様
子
は
、
議
会
開
会
中
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現

在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
各
傍
聴
席
数
を
半
分
に
制
限
し
て
い

ま
す
が
、ぜ
ひ
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

車
い
す
や
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

本
会
議
の
開
会
時
刻
は
、
原
則
初
日
は
午

後
１
時
、
２
日
目
以
降
は
午
前
10
時
で
す
が
、

議
会
運
営
上
時
刻
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
政
を
知
る
た
め
に

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
投
票
総
数�

30
票

　

有
効
投
票�

30
票

　

無
効
投
票�

０
票

○
有
効
投
票
中

　

安
倍　

太
郎

�

28
票

　

水
澤　

冨
士
江

�

２
票

○
投
票
総
数�

30
票

　

有
効
投
票�

30
票

　

無
効
投
票�

０
票

○
有
効
投
票
中

　

奥
山　

浩
幸

�

18
票

　

西
條　

正
昭

�

12
票



7

《《
会
派
構
成
》》

ニ
ュ
ー
石
巻

石
巻
颯（
は
や
て
）の
会

公
明
会

日
本
共
産
党
石
巻
市
議
団

日
高
見
会

無
会
派

14
人

７
人

３
人

２
人

２
人

２
人

会

長

副
会
長

副
会
長

顧

問

幹
事
長

副
幹
事
長

会

計

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

員

会

長

副
会
長

副
会
長

幹
事
長

副
幹
事
長

会

計

会

員

会

長

幹
事
長

会

計

団

長

幹
事
長
兼
会
計

会

長

幹
事
長
兼
会
計

※�

な
お
、
安
倍
太
郎
議
員
は
、

ニ
ュ
ー
石
巻
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
が
、
議
長
就
任
に
よ
り
無

会
派
と
な
り
ま
し
た
。

大
　
森
　
秀
　
一

阿
　
部
　
久
　
一

遠
　
藤
　
宏
　
昭

丹
　
野
　
　
　
清

髙
　
橋
　
憲
　
悦

阿
　
部
　
浩
　
章

千
　
葉
　
正
　
幸

奥
　
山
　
浩
　
幸

楯
　
石
　
光
　
弘

佐
　
藤
　
雄
　
一

早
　
川
　
俊
　
弘

木
　
村
　
美
　
輝

勝
　
又
　
和
　
宣

原
　
田
　
　
　
豊

西
　
條
　
正
　
昭

後
　
藤
　
兼
　
位

阿
　
部
　
正
　
敏

山
　
口
　
荘
一
郎

宇
都
宮
　
弘
　
和

我
　
妻
　
久
美
子

谷
　
　
　
祐
　
輔

渡
　
辺
　
拓
　
朗

櫻
　
田
　
誠
　
子

鈴
　
木
　
良
　
広

水
　
澤
　
冨
士
江

齋
　
藤
　
澄
　
子

星
　
　
　
雅
　
俊

都
　
甲
　
マ
リ
子

阿
　
部
　
和
　
芳

安
　
倍
　
太
　
郎

第
１
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

　

令
和
４
年
６
月
８
日
お
よ
び
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
臨
時
会
で
は
15
件
の

議
案
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
い
ず
れ
も
承
認
等
し
ま
し
た
。

（
承
認
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
５
号
））

　
（
令
和
３
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
１
号
））

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

��（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）

�　

�（
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

��（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

��（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
石
巻
市
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
３
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
６
号
））

　
（
令
和
３
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
１
号
））

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

��（
石
巻
市
議
会
議
員
及
び
石
巻
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条

例
及
び
石
巻
市
議
会
議
員
及
び
石
巻
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
ビ
ラ
の
作
成
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
４
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
１
号
））

　
（
令
和
４
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
１
号
））

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
４
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
第
２
号
））

（
同
意
）

・�

監
査
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す

る
者
）

（
原
案
可
決
）

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て（
※
起
立
採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。）

（
設
置
）

・
総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

・
地
域
交
通
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

・
少
子
化
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

《石巻市議会事務局》

そ
の
他

委
員
会
提
出
議
案

　

石
巻
市
議
会
で
は
、
市
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
、
開
か
れ

た
議
会
運
営
に
努
め
て
お
り
、

開
か
れ
た
議
会
を
推
進
し
、
市

民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
「
市

民
の
聲
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

提
案
や
意
見
は
、
議
会
棟
入

口
に
設
置
し
て
い
る
提
案
箱
へ

の
投
函
、
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

に
よ
り
随
時
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

〒986-8501
　石巻市穀町14番１号
　TEL�（95）１１１１（代表）
　FAX�（96）２２７４
　Eメールアドレス
　assesc@city.ishinomaki.lg.jp

　

議
会
運
営
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ご
意
見
拝
聴

市民の聲

～「
市
民
の
聲こ
え

」～
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YouTube
石巻市議会チャンネル

石巻市議会
ホームページ 会議録の検索・閲覧

　本会議の模様はインターネット
（YouTube）で、生中継やこれまでの録
画配信をご覧になれます。

　市ホームページには、議会に関するさ
まざまな情報を掲載しています。議会の
日程や活動などをご覧になれます。

　公式な記録としては、市ホーム
ページや図書館、議会図書室で会議
録をご覧になれます。

議会の内容を知る

議　場　案　内議　場　案　内

記者席・傍聴席記者席・傍聴席

牡鹿
総合支所長

雄勝
総合支所長

会計
管理者

河北
総合支所長

病院局
事務部長

6
都甲マリ子 

5
谷　祐輔

4
我妻久美子 

17
星　雅俊

18
齋藤澄子

16
山口荘一郎

15
宇都宮弘和

29
後藤兼位

30
水澤冨士江

28
西條正昭

27
阿部正敏

13
安倍太郎

14
阿部和芳

12
楯石光弘

11
髙橋憲悦

25
鈴木良広

26
櫻田誠子

24
渡辺拓朗

23
丹野　清

9
阿部浩章

10
佐藤雄一

8
千葉正幸

2
勝又和宣

3
木村美輝

１
原田　豊

7
早川俊弘

21
大森秀一

22
阿部久一

20
遠藤宏昭

19
奥山浩幸

病院局長

保健福祉
部長

教育委員会
事務局長

市民生活
部長 産業部長 建設部長

復興企画
部長教育長

演　壇

質問者席

市　長 副市長 副市長 総務部長

北上
総合支所長

桃生
総合支所長

河南
総合支所長

議　長 局　長 事　務　局


